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 日本の旅客船(1)高速旅客船のための最後の撮影旅行を土日で敢行しました。目的地は九

州東部で、3 隻の高速旅客船の写真が不足していました。南から宮崎県の延岡、佐伯、津久

見に 1 隻ずつですが、時刻表と睨めっこをしても 2 日は必要なことがわかりました。土曜

の朝一便の飛行機で大分空港に行き、レンタカーを借りて延岡の浦城港に向かいました。2

時間半余りのドライブで到着し、「クイーンにっぽう」の入港する姿を捉えることができま

した。 

次に北上して佐伯港で佐伯市営の「おおしまⅡ」の出入港を撮影。翌朝、津久見港で「ニ

ューやま 2 号」の停泊中と入港時の撮影をすることができました。また津久見市営船「カメ

リアスター」の姿もカメラに収めることができ、本への掲載船が 1 隻増えました。 

今回の高速旅客船の対象ではありませんが、佐伯港では島巡りの巡航船や渡海船や、佐伯

市の釜江港では離島航路船「えばあぐりいん」にも初対面を果たしました。来週月曜からは

編集の仕上げ作業に入り、6 月には印刷に入れます。 

 

延岡の浦城港 

 
ターミナルにあった航路図です。 

 
「クイーンにっぽう」が入港してきました。 

 
バスとも連絡していて、出港に合わせてバスで 10 人

ほどの乗客がやってきました。 

 
カーフェリーの「にっぽう 2」の出港も見送ることができ

ました。 

 



佐伯港 

 
「おおしまⅡ」の入港です。映画「釣りバカ日誌」にも登

場した船だそうです。16km ほど離れた大島との間を

25分で結びます。 

 
佐伯港の目の前の大入島への航路のカーフェリー

「第八大入島」です。航海時間はわすが 5分です。 

 
大入島巡航船「マリンスター常栄」です。航海速力が

18 ノットなので今回の高速旅客船の対象には入りま

せんでした。 

 
「常栄 1 号」も活躍していました。船体にマリンバスと

の表示があるように、大入島の点在する集落を巡回し

ています。 

 

 
渡海船らしき船が結構繋がれており、夕方に出航して

いきました。 

 
「サンライン」という船も係留されていましたが、運航さ

れている風ではありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 



津久見港 

 
写真の足りなかった「ニューやま 2号」が停泊していま

した。津久見港と保戸島(ほとじま)を結んでいます。 

 
翌朝 7 時に再び港を訪れて「ニューやま 2 号」の入港

時の姿を捉えました。 

 
津久見市営船「カメリアスター」です。帰って調べたら、

速力は 24 ノットで、今回の本の対象船が 1 隻増えま

した。津久見港と無垢島(むくしま)を結んでいます。 

 
津久見港の高速旅客船用の浮桟橋です。 

 

蒲江港 

 
この「えばあぐりいん」は 18 ノットなので、今回の本の

対象外ですが、釜江交通が運航する離島航路船です。 

蒲江港と屋形島、深島を 1日 3～4便でつなぎます。 

 
蒲江港には、定期船ではない渡海船らしき船が 2 隻

ほど停泊していました。 

 

 


